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第 7 回

企業技術
戦略研究
シリーズ

J:COM

●加藤 徹 取締役 事業開発統轄部長

●小竹 完治 技術運用推進部長
■インタビュアー 井芹 昌信 本誌編集長

本文：柏木 恵子　写真撮影：渡 徳博

音声（電話）・ビデオ（放送）・データ通信という3つの通信機

能を、1つの回線で提供するサービス形態が「トリプルプレイ」

だ。映像などの大容量データ配信に不可欠な光ファイバー網

のインフラ整備が進んだことを背景に、放送・通信融合とし

て関連業界からの注目を集めている。そのトリプルプレイに

ついて、日本における先駆的事業者であるJ:COMの加藤 徹

取締役 事業開発統轄部長と小竹 完治 技術運用推進部長に、

日本での現状と今後の展望について伺った。
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J:COMのトリプルプレイは
他社と比べてより本格的

■ まず、トリプルプレイの概要と現状に

ついて伺います。

● テレビとインターネットと電話という3

つのサービスを提供していて、どれか1

つに加入しているユーザーが現在195万

世帯ぐらい。プロダクト別では、テレビが

165万強、インターネットが80万、電話が

85万を超えたところです。3つのサービ

スとも「本格的に」というのがポイントで、

単純に安価なサービスということではな

く、1つ1つが競争力のあるサービスとし

てやっています。もともとケーブルテレビ

会社なので、当然ビデオ・テレビのプロ

ダクトが充実しています。アナログ・デジ

タルの両方を提供していますが、最近は

デジタルが中心です。地上デジタル・BS

デジタルの再送信サービスと、いわゆる

CSの多チャンネルですね。デジタルで双

方向機能が使えるようになったので、去

年の4月からPPV（ペイパービュー）、今

年の 1 月から J:COM東京を皮切りに

VoD（ビデオ・オン・デマンド）のサービス

も追加しました。デジタルのお客様すべ

てにVoDのサービスを提供する仕組み

なので、かなり大規模なVoDオペレー

ターになります。

■ デジタルの加入者は、誰でもVoDを

利用できるのですか。

● VoDのサービスには3種類あります。

まず、デジタルの視聴者なら誰でも無料

で利用できるフリー・オン・デマンド。そ

の他に、例えばカラオケなどで、680タイ

トルくらいを月々歌い放題で税込み840

円というような月極めサービスと、映画1

本見ていくらというタイプのサービスもあ

ります。

VoDはユーザーごとに完全にオンデ

「クワトロプレイを目指すCATVの雄」

マンドで、いつでも好きな時間に見られ

ます。例えば最新の映画だと1本400円

ですが、それを購入していただくと、そ

の時から24時間（視聴可能な時間の長

さはコンテンツにより異なる）いつでも見

られます。コンテンツにより決まった時

間以内ならば早送りも巻き戻しもできる

し、ストップもできる。途中で見るのをや

めて、後から続きを見ることもできるとい

うサービスです。感覚的には、レンタル

ビデオを借りてきたようなものですね。

■それは通信回線を使って、IPプロトコ

ルの回線で配信しているのですか。

●デジタルケーブルの回線を使っていま

す。下りというか、ストリームはIPプロト

コルではありません。デジタル放送の

MPEG-2TSトランスポートストリームとい

うもので、基本的には放送波。制御用の

上りのデータはIPです。STB（セットトッ

プボックス）とテレビは通常の接続だけ

J:COM（株式会社ジュピターテレコム）のプロフィール

●所在地　東京都港区芝大門

●設立年月 1995年1月18日

●代表取締役名　森泉 知行

●株式公開の有無　有（JASDAQ：4817）

●営業収益　1,600億円（2004年度）

●サービス加入総世帯数　195万5800世帯（2005年6月末）

●社員数　2743名（グループ総計、2004年12月31日現在）

●ウェブ　http://www.jcom.co.jp/

●事業内容

北海道、関東、関西、九州エリアのJ:COM17社（運営局）を通じて、

195万5800世帯（2005年6月）にケーブルテレビ、高速インター

ネット接続、電話サービスを提供している。

●2005年の事業戦略

1本のケーブルで、J:COM TV（テレビ）、J:COM NET（インターネッ

ト）、J:COM PHONE（電話）の3大サービスをバンドルして提供し、デ

ジタル化がもたらす可能性を、ユーザーのニーズに応えた良質な商品

として提供していく。
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で、特別なものは何も必要ない。1つの

デジタルSTBで、地上デジタルから双方

向のVoDまで、すべてのサービスが受

けられます。

■トリプルプレイという言葉はもともとは

米国のCATVから出てきたものですよ

ね。日本の通信事業者のトリプルプレイと

の差別化は、映像サービスの部分です

か。

●サービスメニューやクオリティー、プロ

ダクトの面だけをとってもかなりいいサー

ビスを提供していると思います。一番大

きな違いは、IP放送では地上波デジタル

やBSデジタルといった基幹放送が再送

信できない点でしょう。著作権やテレビ

局の許諾といった問題がありますから。

■ 免許としては放送・通信の両方です

か。映像を見ている時は放送法、パケッ

ト通信をしている時は電気通信事業法の

下でという。

●放送は有線テレビジョン放送というカ

テゴリーで、通信事業者としても事業を

行っています。ADSLやFTTHと違って

基本的には放送型のシステムなので、す

べての信号は常時末端までいってます。

サービスを切り替える時に最後がユニ

キャストになっているということではあり

ません。放送法と電気通信事業法という

ことは、あまり気にしていないですね。

事業を展開していくうえで、レギュレー

ション上の制約はないです。

現在の
30Mbpsのスピードで
十分なサービスが可能

■インフラについて伺います。100Mbps

への帯域アップというのがリリースに出

ていました。足回りの高速化の計画はあ

りますか。

● J:COMのインフラのベースになってい

るのはHFCというもので、各ノードまで

は光でその先は同軸ケーブルというハイ

ブリッドシステムです。ノードとは電柱の

上などにありますが、そこから一戸建て

なら2000世帯ほどがその下にあるような

1つの単位です。センターからノードまで

は光で、かなりの長さで光ファイバーを

自社の設備として準備しています。先日

発表した集合住宅のサービスは、ノード

から先のラストワンマイルに光ファイバー

を追加して提供するというものです。

このHFCというシステムは拡張性が高

い。今回のように光ファイバーを追加し

て増速することもできるし、別の方法をと

ることもできます。DOCSISというのは米

国のケーブルラボで標準化している技術

で、J:COM NETは 30Mbpsの同軸を

使ったサービスを提供していますが、こ

れはDOCSIS 2.0という技術を採用して

います。DOCSIS 3.0では100Mbps以上

出て、同軸ケーブルでも最高1Gbpsが出

せるというような技術です。この仕様化

はまだ時間がかかりそうですが、将来こ

れを採用する方法をとることもできます。

■ J:COMが想定しているサービスでは、

だいたい何Mbpsくらいあれば十分なの

ですか。

●正直なところ、スピードは現状でも十

分です。30Mbpsで実効速度も20Mbps

弱出ているので、十分なレベルに達して

います。なぜ集合住宅向けFTTHをや

るかというと、マーケットからの要求です

ね。特に新築の集合住宅は「光対応マン

ション」というのを売り物にしているの

で、ケーブルでどんなに速くても、光を

ひいてくださいよということになります。

実際に100Mbpsも使うかというと、世間

一般のコンテンツを含めてそこまで必要

なものはほとんどありません。

■今の30Mbpsの帯域で放送用ストリー

ムが流れた時、通常のインターネットの

TCPやUDPのパケットが共存で通った

らどちらが強いでしょうか。

● 電気的に周波数で使う場所を決めて

いるので、混信してしまうようなことはあ

りません。イメージとしては、1本の同軸

ケーブルの中にいくつもの細い線があっ

て、テレビが使うところとインターネット

が使うところは分かれていると考えてく

●加藤 徹 取締役 事業開発統轄部長

●小竹 完治 技術運用推進部長
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ださい。

■すると、30Mbpsというのは、テレビで

使う部分は勘定していないわけですか。

●していません。30Mbps出すための専

用の帯域をとっていますから、テレビの

チャンネルが増えたからといって、それ

を圧迫することはありません。

TiVoのように
STB型を使った
映像サービスも計画中

■ハードディスク付きのSTBを導入する

計画はありますか。

●HDD内蔵のデジタルビデオレコーダー

のサービスをSTBで実現するものです。

ダブルチューナーの予定なので、ハイビ

ジョン録画ができて裏録もできる。あと

はタイムシフトといって、松井秀喜がテレ

ビで宣伝しているちょっとタイム、あのよ

うなことができます。ハードディスクを

使って、視聴環境を変えるようなサービ

スを実現したいと思っています。

■ 米国ではTiVoが押してきています

てきて、成功した例はないんです。そう

いうことができるインフラやSTBといっ

た技術的な面はもうかなり充実している

ので、やろうと思えばできます。あとはビ

ジネスモデルが本当に成り立つのかどう

かを慎重に見極めているところです。

4番目のサービスとして
携帯電話も計画

■クワトロプレイについて伺います。携

帯サービスも計画されているそうです

が。

● 4つ目の前に3つ目の電話について説

明しましょう。我々の電話事業はいわゆ

るインターネットの050のタイプではあり

ません。0AB～Jという、110番もかか

るNTTの電話と同等のものです。0AB

～ J電話番号体系をもらっているので、

NTTの電話番号を変えずに我々の電話

に移行してもらえます。非常に競争力が

あるサービスで、現在ではユーザー数も

インターネットを抜いています。技術的に

は、今までデジタル交換機ではあります

が、レガシーな回線交換の技術でやって

いました。それを、今年の4月から札幌

のJ:COM局でVoIPのソフトスイッチを

使った形にしました。ただし、VoIPでも

050ではなく、0AB～Jの電話です。今

後はVoIPを利用したものを広げていき

ますが、0AB～JでNTT同等サービス

というのが基本ですから、それができる

ところでやっていきます。

クワトロプレイは、それに加えて携帯

はどうするという話ですね。電話事業の

中で、固定電話市場というのは非常に安

定していて、一定の需要がある堅調な

マーケットです。ただし、通話量自体は

どんどん携帯にシフトしているので、絶

対的な通話料収入というのは減ってきて

います。減った分は携帯にいっているの

ね。EPG（電子番組表）が盛んで、ネット

側からも放送からもコンテンツを持ってく

る。ああいうものを意識していますか。

● J:COMも基本的にすべてのサービス

をEPG提供していますので、地上デジタ

ルもBSもCSも、1つのEPGで全部見ら

れます。そこでワンクリックすれば簡単

に録画予約できるのは、お客様にとって

は大きなメリットだと思います。

■ 放送業界の人は、ネットワークをやる

にしても安心したサービスを提供しなけ

ればいけないという意識が強いですね。

放送法があるからだと思いますが、例え

ば公序良俗に反してはいけないとか。

J:COMは放送と通信の中間くらいの立場

のように感じますが、どのようなアプロー

チですか。

● インターネットというよりは、パソコン

で見るコンテンツとテレビで見るコンテン

ツは同じではないだろうというのは、根

底にあります。よく放送・通信の融合とい

いますが、J:COMのようにインフラはす

でに1本に融合している。インフラや技

術面では融合するでしょうが、コンテンツ

やサービスは違うだろうと。もちろんテ

レビでインターネット的なサービスをどう

するかについて無視しているわけではあ

りません。データ放送の分野で擬似双方

向もやっていますし、米国でウォールド

ガーデン（Walled Garden）と呼ばれてい

るものも提供しています。Tナビのよう

なもので、そこでクリックするとJ:COM

が用意したサイトにいってそこでお天気

やローカルのさまざまな情報が見られる

というものです。

ただ、正直なところ本当にそんなイン

タラクティブなサービスを、リビングルー

ムでソファに座って使ってもらえるのか

は確証がありません。年末にはテストト

ライアルをやるつもりですが、世界的に

もテレビでインターネットっていっぱい出

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



企業技術戦略研究シリーズ 第7回 J:COM ││ INTERNET magazine ││ 2005 ││ 09 ││ 89

だから、J:COMもそれを無視できない。

そうはいっても、新たに携帯の免許を

とって全国展開するわけにもいかない。

そこで、携帯電話事業者と提携して、4

つ目のサービスというか電話の追加サー

ビスという形で携帯電話も提供できれば

と、いろいろな事業者と相談していると

ころです。MVNOも1つの選択肢です

が、他のビジネスモデルも含めて話し合

います。どういう形で参入するかは決

まっていません。

■ J:COMユーザー向けサービスという

位置付けですか。

●基本はそうです。J:COM PHONEの

お客様に対して、携帯サービスの基本料

を払ったらその携帯から家に電話するの

は無料とか、そういう仕組みを検討して

います。

●技術的には、例えばデュアルモードの

ハンドセットというものを考えています。

30Mbpsのサービスのオプションとして無

線LANがあって、一方でIPベースの電

話も走るとなった時に、他のキャリアと

うまくローミングができるようになればい

いなと。具体的イメージで検討が始めら

れています。

■電波割り当てなどはホットな状況です

よね。WiMAXが入ってきたり、どれが

主力になるか。そのへんの方針は。

● どこかの1つの会社と決めてやるの

ではなく、いろいろな携帯との融合サー

ビスのようなものを考えています。HDD

付きSTBが出たら、携帯で外から録画

予約できる仕組みとか、さまざまなアプ

リケーションを提供できると思いますが、

まだ構想段階ですね。

新興通信会社にはできない
専門企業ならではの
ノウハウがある

■ あらためて最後に、御社のアドバン

テージは。

● J:COMの持っているインフラの可能

性。今は光が最先端で、何でもかんでも

光でなければという風潮ですが、J:COM

のHFCネットワークの可能性は非常に大

きい。トリプルサービスに加えて、4つ目

のサービスは他の事業者との連携になり

ますが、インフラとしては相当強固なもの

で、どんなサービスにも対応できます。

● あとは、ビデオのプロダクト面でのア

ドバンテージですね。ビデオはエンター

テインメントの要素が非常に強いので、ど

う売るかというマーケティングやプロ

モーションは、かなりノウハウがいる分

野。だから大手通信事業者や大手電力

会社が、たくさんチャンネルがあって安い

ですよ、すぐ見られますよといっても、そ

う簡単に売れるものではない。マーケ

ティング力やセールスのやり方、番組提

供業者との協力関係などの面でのアドバ

ンテージが、J:COMにはあるのかなと。

VoDもどんどん出していきますし、その

へんが大きな強みになるでしょう。

■ありがとうございました。
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